
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カミソリ・ヘッド（１２）と、
　該カミソリ・ヘッド（１２）に支持された少なくとも１つの刃（１８）と、
　 水溶性のシェービング剤のブロック（Ｓ）を支持しており、該ブロック（Ｓ）を
受容しかつ内蔵するためカミソリ・ヘッド（１２）内に形成された分配スロット（６２）
を備えているマウント手段（２０）と、
　円筒形状のローラ表面（２６）を有し、かつ前記１つの刃（１８）に先行して、前記マ
ウント手段へ固定された軸（２１）の周りを回転するように、前記カミソリ・ヘッド（１
２）に支持されている保護・移送用ローラ（２２）であって、該刃（１８）がローラ表面
（２６）に接する平面中に配設され、かつ前記分配スロット（６２）がその対向する端部
に開口し、該スロット（６２）の一方に対する閉止部材を形成している前記保護・移送用
ローラ（２２）と、
　前記カミソリ・ヘッド（１２）に対して前記マウント手段（２０）に支持された水溶性
のシェービング剤のブロックを分離可能に保持する保持手段（６６）と、
　前記マウント手段（２０）に支持された水溶性のシェービング剤のブロック（Ｓ）を前
記ローラ表面（２６）の方へかつ該表面に係合するように付勢する付勢手段と、
を備えている湿式のシェービング装置。
【請求項２】
　ローラ表面（２６）に複数の開口部（２８）を有する請求項１記載のシェービング装置

10

20

JP 3703137 B2 2005.10.5

固形で



。
【請求項３】
　前記保護・移送用ローラが、前記ローラ表面を画定する管状の壁部を有する中空のロー
ラであり、前記複数の開口部が、前記管状の壁部を通って前記中空のローラの内部と連通
する通孔によって画定される請求項２記載の湿式のシェービング装置。
【請求項４】
　前記保護・移送用ローラが、中実のローラであり、前記複数の開口が、前記保護・移送
用ローラの溝によって画定される請求項２記載の湿式のシェービング装置。
【請求項５】
　前記保持手段が、前記分配スロット中に収容されるプッシャを備える請求項１記載の湿
式のシェービング装置。
【請求項６】
　前記保持手段が、前記付勢手段を備える請求項１記載の湿式のシェービング装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの刃が、前記カミソリ・ヘッドに分離可能に固定された替え刃カー
トリッジに支持されている請求項１記載の湿式のシェービング装置。
【請求項８】
　前記替え刃カートリッジが、前記軸の周りに制限された角度で運動するように支持され
ている請求項７記載の湿式のシェービング装置。
【請求項９】
　前記保護・移送用ローラが、前記ローラ表面上に軸方向に離間して同軸の複数の環状バ
ンドを有しており、前記複数の環状バンドの各々が、前記ローラ表面の直径よりも大きな
直径を有する請求項１記載の湿式のシェービング装置。
【請求項１０】
　前記保護・移送用ローラが、単一の材料で形成され、前記環状バンドが、他の材料で形
成されている請求項９記載の湿式のシェービング装置。
【請求項１１】
　カミソリ・ヘッド（１２）と、
　該カミソリ・ヘッド（１２）に支持され、細長い直線的な切刃を有する少なくとも１つ
の刃（１８）と、
　前記切刃の全長に亘って前記切刃に対して一様に離間して延在する円筒形のローラ表面
（２６）を有し、前記切刃に平行する軸（２１）の周りに回転するため前記１つの刃（１
８）に先行して前記カミソリ・ヘッド（１２）に支持される保護・移送用ローラ（２２）
と、
　交換可能な 水溶性のシェービング剤 ロック（Ｓ）を、分配位置まで移動する
ように前記カミソリ・ヘッド上に支持しており、前記シェービング剤が前記ローラ表面（
２６）の全軸線長に亘って前記ローラ表面に係合しているマウント手段であって、水溶性
のシェービング調剤品のブロックを受容して内蔵するための前記カミソリ・ヘッド中に形
成された分配スロットを備えており、このスロットがその対向する端部にスロット開口を
有し、かつ前記ローラ（２２）が該スロット開口の一方に対する閉止部材を形成している
マウント手段（２０）と、
　シェービング剤を分離可能に前記カミソリ・ヘッド（１２）上に保持する保持手段であ
って、前記スロット開口の他方に対する閉止部材を形成している保持手段（６６）と、
　シェービング剤を分配位置に向けて付勢する付勢手段と、
を備える湿式のシェービング装置。
【請求項１２】
　固形で水溶性のシェービング剤を受容して内蔵する分配スロットを画定すると共にその
対向する端部に端部開口を有するシェービング剤分配装置を含むカミソリ・ヘッドと、
　円筒形のローラ表面と当該ローラ表面に表面開口部とを有し、該シェービング剤に対し
て の周りに回転するように前記カミソリ・ヘッ
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ドに支持され、前記端部開口の一方に対する閉止部材を形成する保護・移送用ローラと、
　固定位置にマウントされた複数の刃であって各々の刃が直線的に延びる切刃を有し、該
複数の刃がローラ表面に接する平面中に配設されている替刃カートリッジと、
　前記軸のまわりに制限された角度で前記シェービング剤分配装置に対して運動するよう
に、前記保護・移送用ローラが前記複数の刃にたいして先行するとともに、前記直線的に
延びる切刃が前記軸と平行に位置決めされている前記替え刃カートリッジをシェービング
装置に対して分離可能に支持するマウント手段と、
　前記シェービング剤分配装置中に固形の水溶性シェービング剤を分離可能に保持し、同
時に前記シェービング剤を前記ローラ表面に向けかつ該表面に係合するように連続的に付
勢し、前記分配スロット中に配置されて前記シェービング剤を支持し両端に前記シェービ
ング剤分配装置の外側に露出する指グリップを有している細長いプッシャを含む保持付勢
手段と、
　前記シェービング剤分配装置に支持されており、前記シェービング剤分配装置と前記プ
ッシャとの間において前記プッシャを前記分配スロット中に保持し、前記プッシャを前記
保護・移送用ローラの方向に付勢するように作用する定圧バネと、
を備える湿式のシェービング装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一般的にはシェービング装置に関し、特に固形で水溶性のシェービング剤を含
む湿式剃毛型のカミソリに関する。
【０００２】
【発明の背景】
カミソリの技術分野において、洗浄、潤滑、皮膚の治癒若しくは湿潤化の効果、又はこれ
らの任意の組み合わせを提供するように調合された石鹸調合品のような、固形で水溶性の
シェービング剤や表面活性剤を含む湿式のシェービング装置又はカミソリが周知になって
いる。しかしながら、シェービング操作中に皮膚表面に固形で水溶性のシェービング剤が
直接接触するならば、これは、皮膚接触、温水、及び他のシェービング剤によって高い率
で磨耗し侵食される。また、シェービング剤の表面は、剃りかすが刺さって見苦しくなり
、非衛生的であるとの印象を与える。
【０００３】
このようなシェービング剤をカミソリに保持させるためには、取付手段を設ける必要があ
る。カミソリの技術分野の当業者は、シェービング剤として働く固形石鹸やこれと同様の
製品の限られた機械的特性に気付くであろう。そのような製品をシェービング剤として用
いる場合には、その製品のかなりの部分がこれをカミソリ・ヘッドに固定するために用い
なければならず、その製品がかなりのパーセンテージで使用不可能になる。
【０００４】
したがって、本発明は、水溶性のシェービング剤の湿ったブロックからシェービング剤の
フィルムを受け取って、このシェービング剤のフィルムを、皮脂の洗浄、潤滑、皮膚の湿
潤化、または他の効果を得るため、前進する装置の先行する切刃の直前の皮膚上に送って
それを付着させるための手段を備える改良型の湿式のシェービング装置を提供することを
一般的目的とする。
【０００５】
さらに、本発明は、固形で水溶性のシェービング剤を効率的に使用でき、その無駄使いを
防止して、必要ならば消耗したシェービング剤の取替えを可能にする、改良型の湿式のシ
ェービング装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【発明の概要】
　本発明によれば、湿式のシェービング装置が、少なくとも１つの刃を支持するカミソリ
・ヘッドであって、概ね円筒状のローラ表面を有し、先行刃の前方に支持されてこの刃に
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関する軸の周りに回転する保護・ 用ローラを含むカミソリ・ヘッドを有する。この装
置は、さらに固形で水溶性のシェービング剤をローラに関して分配位置に支持するためカ
ミソリ・ヘッド上に設けたマウント手段と、マウント手段中にシェービング剤を分離可能
に保持する保持手段と、シェービング剤をこれがローラ表面に接触する分配位置に付勢す
る付勢手段とを備える。保護・ 用ローラは、先行刃に対するガードとして機能すると
共に、通常の湿式のシェービングの間に、シェービング剤材料のフィルムを、マウント手
段に支持された水溶性のシェービング剤から、先行刃の直前の皮膚表面に移送する手段と
して機能する。
【０００７】
【発明の実施の態様】
　図１は本発明を具体化した湿式のシェービング装置の斜視図を示し、図２は図１に示す
湿式のシェービング装置を僅かに拡大した一部破断側面図を示し、図３は図１に示す湿式
のシェービング装置を僅かに拡大した一部破断裏面図を示し、図４は図３の４－４線に沿
って得た一部破断断面の概要図を示し、図５は図１に示す湿式のシェービング装置の分解
斜視図を示し、図６は図１と同様のものであるが、本発明を具体化した別の湿式のシェー
ビング装置を示し、図７は別の保護・移送用ローラの側面図を示し、図８は本発明の実施
に使用する更に別の保護・移送用ローラの側面図を示す。
　以下の図面の及び記述において、本発明は、これを具体化したシェービング装置又はカ
ミソリであって一般に符号１０で示されるものを参照して図示及び説明される。図示のカ
ミソリ１０は、図１～５に示すように、本質的には、一般に符号１２で指示されハンドル
１４に支持されたカミソリ・ヘッドからなる。一般に符号１６で示されカミソリ・ヘッド
１２の一部を構成する替え刃カートリッジが、カミソリ１０上に分離可能に支持されてお
り、先行刃即ちシート刃からなる少なくとも１つの刃を支持している。カミソリ・ヘッド
１２は、一般に符号２０で指示されるシェービング剤用の分配装置であって、符号Ｓで示
され図４に最も分かりやすく図示されている薬用石鹸調合品のブロックのような、分離可
能になっている固形で水溶性のシェービング剤を受容して内蔵するシェービング剤分配装
置を更に含んでいる。保護・ 用ローラ２２は、 カミソリ・ヘ
ッド上で回転するように支持されて刃の保護部材すなわちガードとして機能する。また、
保護・ 用ローラ２２は、通常の剃毛行為すなわちシェービング中において、シェービ
ング剤分配装置２０と協働して、シェービング剤分配装置中のシェービング剤から、シェ
ービング剤の材料からなる薄い被覆又はフィルムを取り出して、これを先行刃１８の前方
の皮膚表面に運んでここに付着させる。これらについては、以下においてより十分に説明
する。
【０００８】
　カミソリ１０をより詳細に考察すると、図面に示されるように、替え刃カートリッジ１
６とこの替え刃カートリッジに支持されて先行刃１８のガードとなる保護・ 用ローラ
２２とは、図１の符号Ａによって指示される共通軸に支持されており、これらの軸は、図
５に示し以下においてより詳細に説明するように、シェービング剤分配装置２０の対向す
る側面の固定位置にマウントされて軸方向に離間した一対の同軸軸体シャフト２１、２１
によって規定される。保護・ 用ローラ２２は、様々な材料から形成することができ、
様々な形状をとることができるが、好ましくは、図示のローラ２２のように、ステンレス
鋼で形成された中空で概ね円筒状の管状部材で形成され、軸体２１、 を受けるための
同軸で円筒状の通孔２５、２５を有する半径方向に配置された対向端面２４、２４を含む
。管状のローラ２２は、概ね円筒状のローラ表面２６と、その内部に形成された複数の通
孔であってこの面２６を通る開口部２８、２８を画定する複数の通孔とを備える。開口部
２８、２８の数、サイズ、形状、及び配置は、変更可能であるが、図示の開口部は、概ね
矩形で、概ね軸Ａに平行に一直線に並んだ規則的パターンとして配置されている。ローラ
２２が軸支されている軸体２１、２１の自由な端部は、幾分直径が減少しており通孔２５
、２５と概ね相補的になっていて、これによりローラは、軸体上で回転自在になっており
、その軸方向の運動が制限される。
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【０００９】
図２に最も良く示されている替え刃カートリッジ１６は、フレーム３０を有し、これは、
耐久性のある軽量で弾力性を有するプラスチック材料から成型することが好ましく、一対
の離間した側壁３２、３２であってこれらの間に延在する連結壁３４によって一体に接合
されたものを含むことが好ましい。図示の刃カートリッジ１６は、３つの刃を支持してお
り、これらは、シート刃１８と、このシート刃１８と実質的に同一であり符号１８ａ、１
８ｂで示される２つの追加のフラット刃とを含む。図示の３つのフラット刃１８、１８ａ
、１８ｂは、平行で直線的に延びる切刃を有するとともに、その平坦面が互いに平行で離
間した状態で配置されている。３つの刃は、図示しているように側壁３２、３２に支持さ
れてこれらの間に延在する。刃カートリッジ１６は、好ましくは１又はそれ以上の皮膚保
護用レールを含み、５つのこのようなレールは、図において符号４０～４８で示されてい
る。
【００１０】
　半径方向の外側に開口する鍵穴スロット５０が、図５に示すように、各側壁３２、３２
中に形成されている。刃カートリッジは、保護・ 用ローラ２２に跨るように軸体２１
、２１に分離可能に取り付けられて、対向する側壁３２、３２の対向する内面間の間隔が
ローラ２２の軸方向の長さと実質的に等しくなっている。側壁３２、３２の先行部分は、
ローラ表面２６の円筒形状と実質的に相補的になるように部分的円筒形状を有する。実質
的に平坦なシート刃１８は、ローラ表面２６に概ね接する平面中に配設され、その切刃が
その全長に亘ってローラ表面２６から実質的に一様に離間している。鍵穴スロット５０、
５０は、軸体２１、２１の関連部分とスナップ係合するようになっており、替えカートリ
ッジ１６の保護・ 用ローラ２２に対する組み立て後の位置においてこの替えカートリ
ッジ１６を分離可能に保持するように作用する。ローラ２２は、カミソリ・ハンドル１４
、シェービング剤分配装置２０及び刃カートリッジ１６に対して軸Ａのまわりに回転自在
に支持されており、一方、刃カートリッジは、軸体２１、２１に支持されて、通常位置若
しくは休止位置から、通常のシェービング運動に伴って皮膚表面上でカミソリが運動する
に従って、剃毛されている皮膚表面に追従するカミソリ・ハンドルに対しての追従位置の
範囲に亘って、限定された往復枢支又は揺動する。図２において、休止位置にある替え刃
カートリッジ１６が実線で示されており、ほぼ最大限のトラッキング位置が破線で示され
ている。周知のタイプの刃カートリッジ付勢手段（図示せず）が刃カートリッジを図２の
休止位置に向けての反時計方向に付勢するために設けられており、例えば、シェービング
剤分配装置２０と刃カートリッジ１６との間に作用して通常状態で刃カートリッジをその
休止位置に付勢するバネ付勢プランジャや板バネからなる。
【００１１】
カミソリ・ヘッド１２に形成されたこの好適なシェービング剤分配装置２０は、ハンドル
１４に支持されて概ね矩形の分配装置ハウジング５２であって、上部壁５６と、横方向に
離間して分離された一対の底部壁５８、５８と、上部壁５６及び底部壁５８、５８の前方
端部間を接続する一対の対向する側壁６０、６０とを有する分配装置ハウジング５２を備
える。上部壁、底部壁、及び側壁は、協働して、図３に示すように、前方と後方に開放す
るとともに、概ね矩形の断面を有し、シェービング剤の材料、或いは薬用の石鹸調剤品Ｓ
の概ね矩形のブロックを受容して内臓する分配スロット６２を画定する。側壁６０、６０
に形成された一対のガイド・スロット６４、６４は、分配スロット６２と連通して側壁の
長手方向に延び、その後端を通って外側に開放している。
【００１２】
ハウジング５２は、さらに上方及び後方に開放されたバネ容器すなわちバネ穴６５を含み
、このバネ容器６５は、以下に明らかにする理由によって、底部壁５８、５８から支持さ
れてハウジング５２の下部側に沿った中心で正面から後方に延びる。バネ容器は、分配ス
ロット６２中に向かって上側に開放し、ハウジング５２の後部を経て外側に開放している
。バネ穴６５の前方部分は、特にコイルバネを受容するようになっており、一方、穴の後
方部分は、コイルバネのテール部を受容するため上方に開放されて直線的に延びる溝を画
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定する。ハウジング５２の最下部の壁体は、側壁６０、６０の後端から後方に、これを超
えてある程度の距離だけ延び、分配装置ハウジング５２の後部においてガイド・スロット
６４、６４の高さ位置以下に段差すなわち棚部６７を形成している。
【００１３】
　図示のシェービング剤分配装置ハウジング５２は、カミソリ・ハンドル１４に支持され
ているが、このハンドルに一体的に接続することができ、或いはこれに分離可能に接続す
ることができる。ハウジング５２は、これに設けた上部壁及び底部壁５６、５８、５８が
それぞれ平行で、軸Ａの軸面から等距離だけ離れており、保護・ 用ローラ２２が上述
の軸面によって２分される分配スロット６２の前端部に対する実質的な仕切りすなわち閉
止部材となっている。好ましくは、そして図示のように、分配スロット６２の鉛直方向の
幅は、ローラ表面２６の直径よりも幾分少なくなっている。横方向に延びるプッシャ６６
は、分配スロット６２中に配置され、後者のスロットを横断するように延びて、くびれて
概ね矩形の断面を有し対向する端部６８、６８を有し、これらの端部は、ガイド・スロッ
トの関連部分に対して相補的な形状を有し、ハウジング５２の対向側部でガイド・スロッ
ト６４、６４から横方向の外側に突起する。プッシャ端部６８、６８は、ガイド・スロッ
ト６４、６４と協働して、プッシャ６６をプッシャの前方面が垂直向きの前方対向位置に
なるよう、すなわちローラ２２の方向に向くように保持する。拡径された頭部であるフィ
ンガ・グリップ６９、６９が、以下に説明する理由によってくびれた細径部６８、６８の
外側端に形成されている。バネ穴６５中に受容されたつるまき定圧バネ７０は、分配装置
ハウジング５２に対して固定された位置に保持されたつるまき内部端（図示せず）を有し
ている。つるまきバネ７０の後方突出端部又はテール部は、図３に示すようにプッシャ６
６に連結されている。つるまき定圧バネ７０は、プッシャを分配スロット６２中において
前方向に保護・移送用ローラ２２に向けて連続的に付勢する。
【００１４】
　プッシャ６６は、定圧バネ７０と協働して分配スロット６２の後部端に対して閉止部材
となっており、これにより、水溶性のシェービング剤Ｓのブロックを分配スロット６２中
に保持するとともに、シェービング剤Ｓを保護・ 用ローラ２２に付勢してこれに係合
させる。
【００１５】
　湿ったカミソリ・ヘッド１２が定型的なシェービング運動に伴って皮膚表面に沿って前
進すると、保護・ 用ローラ２２が皮膚に摩擦係合した状態で配置され、図３の配置か
ら時計方向に回転し、開口部２８、２８を覆ってローラ表面２６上に形成されるシェービ
ング剤材料のフィルムを採取し、シェービング剤のフィルムを前進する前方刃すなわちシ
ート刃１８の前方において皮膚表面上に移して付着させる。
【００１６】
シェービング剤Ｓのブロックが部分的に消費され、プッシャ６６の前向き面がつるまき定
圧バネ７０の中心軸の概ね上側の位置に達すると、バネは、付勢手段としての効力を失う
。この時点で、消耗したシェービング剤Ｓは、カミソリ・ヘッド中に補充されることにな
る。
【００１７】
カミソリ・ハンドルが一方の手に保持されている間に、プッシャ６６の両外側端上のフィ
ンガ・グリップ６９、６９が他方の手の親指と人指し指との間につかまれて、プッシャ６
６が分配スロット６２及びガイド・スロット６４、６４の後方外部に引っ張られる。そう
して、プッシャ６６が棚部６７上の着座位置、すなわち図４の破線で示すプッシャ６６の
位置に向けて下方に移動させられる。この際、分配スロット６２の後方端は、シェービン
グ剤Ｓの新しいブロックを受け入れるため開放される。分配スロット６２は、十分な長さ
を有しており、スロット中ですでに部分的に消費されたブロックＳと、スロット６２中に
挿入されている新品すなわち使用されていないシェービング剤のブロック（図示せず）と
、その着座位置から上昇して分配スロット６２の後部の動作位置に戻って新品ブロックを
後方から押すプッシャ６６とを収容することができる。シェービング剤の新品すなわち補
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充されたブロックは、今や、部分的に消費したブロックを保護・移送用ローラ２２に向け
てこれに係合するように付勢するプッシャとして動作する。シェービング剤の新品ブロッ
クは、部分的に消費したブロックがシェービングによって完全に消耗するまで、ローラ表
面２６に接触しない。従って、このカミソリ１０は、シェービング剤を最も効率的に使用
するこができ、しかも、シェービング剤の固体ブロックと皮膚表面とが直接接触すること
を防止する。
【００１８】
図６では、本発明に係る他の湿式シェービング装置すなわちカミソリが、一般に符号１０
ａで示されている。図示のカミソリ１０ａは、前述のカミソリ１０と多くの部分で実質的
に同一であり、前述のカミソリ１０の部分に対応するカミソリ１０ａの部分については、
同一の番号及び添字ａを付して詳細な説明を省略する。
【００１９】
カミソリ１０ａは、符号２２ａで示される保護・移送用ローラの構造及び配置に関してカ
ミソリ１０と異なる。ローラ２２と異なり、ローラ２２ａは、目下のところプラスチック
やセラミックが好ましいが任意の適当な材料で形成され得る中実部材で形成されている。
ローラ２２ａは、概ね円筒状のローラ表面２６ａを有する。ローラ２２ａに形成され表面
２６ａを介して外側に開放する複数の浅い溝７６、７６は、ローラ表面に符号２８ａ、２
８ａで示される複数の開口部を画定する。ローラ２２ａは、ローラ表面に沿って軸方向に
離間した位置でローラを同軸で取り巻く摩擦材料からなる複数の環状バンド７８、７８を
含む点で、前述のローラと異なる。バンド７８、７８は、皮膚との摩擦係合を増大させ、
通常のシェービング中にローラが皮膚表面に沿って運動する際の牽引を改善するため、好
ましくはローラ２２ａを形成する材料と異なる材料で形成される。
【００２０】
　保護・ 用ローラの更に異なる形態が、図７に符号２２ｂで示される。図示のローラ
２２ｂは、ローラ表面２６ｂと、ランダムなパターンでローラの表面上に分散配置された
表面開口部２８ｂ、２８ｂを画定する複数の浅い溝と、を有する中実ローラを備える。
【００２１】
さらに別のローラが図８に示されており、ローラは、符号２２ｃで示されている。前述の
ローラと異なり、中実ローラ２２ｃは、その表面２６ｃ中に開口部２８ｃ、２８ｃを有し
、これらは、ローラの表面上においてローラ軸Ａの周りに螺旋パターンで配置されている
。開口部２８ｃ、２８ｃの並んだ螺旋列の各々は、互いに螺旋状にオフセットして配置さ
れ、これにより、ローラがシェービング剤のブロックに接触して回転するのに伴って開口
部上に形成される石鹸フィルムが、皮膚表面上に転送されて互いに重なり合うように付着
し、剃毛すなわちシェービングされる領域の完全な表面被覆を保障する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を具体化した湿式のシェービング装置の斜視図である。
【図２】図１に示す湿式のシェービング装置をわずかに拡大した一部破断側面図である。
【図３】図１に示す湿式のシェービング装置をわずかに拡大した一部破断裏面図である。
【図４】図３の４－４線に沿って得た一部破断断面の概要図である。
【図５】図１に示す湿式のシェービング装置の分解斜視図である。
【図６】図１と同様のものであるが、本発明を具体化した別の湿式のシェービング装置を
示す。
【図７】別の保護・移送用ローラの側面図である。
【図８】本発明の実施に使用するさらに別の保護・移送用ローラの側面図である。
【符号の説明】
１０　　　カミソリ
１２　　　カミソリ・ヘッド
１４　　　カミソリ・ハンドル
１６　　　カートリッジ
１８　　　シート刃
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２０　　　シェービング剤分配装置
２２　　　ローラ
２２　　　保護・移送用ローラ
２６　　　ローラ表面
２８　　　開口部
５２　　　分配装置ハウジング
６２　　　分配スロット
６６　　　プッシャ
６９　　　フィンガ・グリップ
７０　　　バネ
Ｓ　　　シェービング剤ブロック
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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